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部材を使用する前に本体の状態を一度確認してから使用することで劣化や異変に
気付くことも事故防止に繋がります。

東京本社

1月6日 URAYASU舞STUDIOにて初出式を行いました。

社長をはじめ、各幹部よりお言葉を頂き、新しい年への希望と目標を胸に刻み、気が引き締まる式となりました。
式後には新年会を行い、他部署と楽しく食事をすることでみなさんのモチベーションが向上する姿が見られました。

2025年は「乙巳の年」で変化をチャンスに変え、成長を意味すると言われています。
何事にも柔軟に対応し、本年はさらにチャレンジ・安全に事故なく仕事を楽しんでいきましょう！

吊物
講習会
12.3

ラッシング / ワイヤー / カラビナ / ワイヤー梯子 / ビーム等の破壊実験を行い
ました。データを提示するだけでなく、目の前で破断体験を行うことで参加者の
記憶に残る機会になったかと思います。

若手社員を対象とした吊り位置やトラスの角度による荷重変動、
角度による張力/スリングの巻き方における強度変化に関する講習を行いました。
実技では4点均等荷重を題材として、受講者の方に実際にモーター操作を
行ってもらい、荷重のバランスをとる上での注意点を学んでいただきました。

若手社員＋協力会社にも参加していただき、講習を行いました。

適切な部材の使用方法と適切な荷重を守ることが安全への第一歩です

午前の部：吊り物の荷重変動や等分布荷重に関する講習

午後の部：リギングの基礎知識やゲレッツに関する講習

ラッシング/ワイヤー等の破断実験

ゲレッツ講習ではキングとジョーカーの違い、仕込み方と仕組みについての内容、
リギング講習では日本ステージのリギングレギュレーション共有をメインの
内容とし、質疑応答を交えながらの講習を行いました。


